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  Carmonam （CR］iN（［N）， the first monobactam antibiotic in Japan， has excellent activity against

gram－negative bact・eria and is useful in the treatment of urinary ttac． t infections． However， it

may be insufficient in the treatment of complicated urinary tract infections because of the increase

ifi isolation of gram－positive bacteria， and it may be necessary ・to co－qdminister antibiotics active

against gram－positive organisms to achieve a broader spectrum of coverage in connection with

severe infecti6ns． The combination of CRMN and fosfomycin （FOM） was eva1uated for its

effectiveness and safety at the Department of Urology， Yamagata University Hospital and 7 affil－

iated hospitals．

  Clinical efficacy was assessed on 64 patients with complicated urinary tract infection according

to the Criteria for Clinical Evaluation of Antimicrobial Agents in UTI （3rd． ed．） recommended

by the Japan UTI Committee． Clinical efficacy was evaluated as excellent in 16， moderate in

32， poor in 16， with an overall clinical effectiveness rate of 75．0％， which is superior compared

with CRMN alone．

＊：現仙台社会保険病院院長
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Of the total of 92 bacterial strains isolated， 66 （71．7％） were eradicated．

Subjective’adverse reaction was seen in 1 patient （1．4％）， as nausea and anorexia． Slight

increases in serum GOT and GPT ware ．recorded in 5 patients （7．190 ）． These findings disappeared

after the termination of administration without treatment．

  The combination of CRMN and FOM might therefore be useful in the treatment of compli－

cated urinary tract infections．

                                 （Acta Urol． 36； 731一一735， 1990）
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緒 言

 カルモナムナトリウム（商品名アマスリンCRMN）

はスルファゼシンの誘導体で国産初のモノバクタム系

抗生物質である（Fig・1）．その特徴として①緑濃菌，

セラチアを含むグラム陰性菌に対する強い殺菌力，②

他剤耐性菌に対する優れた抗菌力，③β一ラクタマー

ゼに対する強い抵抗性，などが挙げられる．これらの

特徴を有するためCRMNは複雑性尿路感染症の治

療に適しているが，CRMN単独治療では臨床的に不

十分な場合もある．われわれは臨床成績をさらに高め

るため，CRMNとホスホマイシソナトリウム（商品

名ホスミシンFOM）との2剤併用による複雑性尿路

感染症の治療を行い，その効果と安全性について検討

したので報告する．

      脳n瀦翫

諾：プ雨漏
Fig． 1． Chemical structure of．carumonam

対象および方法

1．対象症例

 1988年3月から同年9月までの6ヵ月間に山形大学

泌尿器科学教室ならびに関連病院の計8施設の泌尿器

科において，カルモナム（CRMN），ホスホマイシン

（FOM）を併用投与した症例は計70例であった．この

うち単純性尿路感染症であった3例，複雑性尿路感染

症で検出菌不足であった3例を除いた64例の複雑性尿

路感染症が，UTI薬効評価基準（第3版）1）に適合

しており，有効性評価の対象症例とした．

 有効性評価の対象症例の性別は，男子51例，女子13

例であり，年齢は19歳から86歳（平均63．6歳）であった．

 安全性に関しては，投与症例70例につき検討した。

2．投与方法

 CRMN l回1～29，FOMlgを1日2回，生理的
食塩水100mlに溶解し点滴静注した．投与期間は5

日以上とし，6日目に効果ならびに安全性を評価した．

成 績

 総合臨床効果はTable 1の通りであるが，膿尿，

細菌尿ともに正常化，陰性化した著効例は64例中16例

（25．0％）であり，有効例64例中32例（50．O％）と合

わせ，総合有効率は64例中48例（75． 0％）であった．

Table 1． Overall clinical efficacy

  膿尿

ﾗ菌尿
正常化 改 善 不 変 細菌尿に

ﾎする効果

陰性化 16 14 6 36（56．3％）

減 少 2 5 3 10（15．6％）

菌交代 1 1 「一ぎ一 10（15．6％）

不 変
「■一一 一一冒一｝一 冒
@  OL

”  一          冒 一  一  一  一

@ 1 7 ｛ 8（12．5％）

膿尿に

ﾎする効果

 19
i29．7％）

 21
i32．8％）

 24
i37．5％）

 64（100％）
i100％）

［コ著効16（25・1・）

□有効32（50％）

［＝＝］無効16（25％）総合有効率48／64（75％）
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Table 2． OVerali，clini．cal ．efficacy classified by infection type

群 症例数（構成比） 著効 有効 無効 有効率

単 第1群（カテーテル留置症例）

独 第2群（前立腺術後感染症）

感 第3群（その他の上部尿路感染症）

口置4群（その他の下部尿路感染症〉

16 （25．Oelo）

1 （ 1．6el．）

5 （ 7．8“lo）

8 （12．5Dlo）

2 87 ．5010

0 100．001，

O 100．001，

2 75．Oo／，

小 計 30 （46．901．） f3 13 4 86．7010

複
数

菌

感

染

第5群（カテーテル留置症例）

第6群（非留置症例）

30 （46．901，’ j 3 19
4（ 6．3 01，） O O

8

4

73．3010

0 OI，

小 計 34 （53．1010） 3 19 12 64．7e！o

計 64 （1000f，） 16 32 16 75．Oole

Table 3． Bacteriological response Table 4． Strains appearing after treatment

消失  存続  消失率

E． coli

K． pneumoniae

E． cloacae

C， freundji

P． vulgaris

M， morganii

S． marcescens

S． ［［quefaciens

P． aeruginosa

P． fluorescens

P． putida

P． acidovorans

A， calcoaceticus

F． odoratum

F． meningosepticum

O 100 ．Oo／，

T 66．70／e

2 O olo

O 100．001，

O 100．Gsf．

1 66．7010

1 66．7010

0 lee．oel，

8 52 ．9el．

O 100．001，

1 50，0el，

2 O el．

1 85，7010

2 O ole

1 O o／e

S． marcescens

P， putida

P． stuartii

Corynebacterium sp．

C． xerosis

C． tropicalis

A， xytosoxisans

F， odoratum

S． epidermidis

S． aureSus

Candida

小  計 41

1

1

1

2

1

1

1

2

1

1

3

20 67．20f．

S， aureus

S． epidermidis

S， haemolyticus

E． faecalis

E． aviurn

3

5

7

9

1

1

1

t

3

0

75．Oele

83．3“fo

87．501e

75．Ool，

100．Ool，

小  計 25 6 80 ．50／e

計 66 26 71，7010

無効例16例（25．0％）のうち8例（50．0％）は菌交代

が占めていた．

 群構成率および群別途合有効率はTable 2の通り

であり，単独感染群（第工～4群）では有効率86．7％

であったのに対し，複数菌感染群では64．7％の有効率

であった．特に複数菌感染群のうち第6群（複数菌感

染，カテーテル非留置症例）では症例数は4例と少な

いが全例無効であった．

 主治医による効果判定では著効例20例，有効例27

例，やや有効例13例，無効4例であり，有効率は73．4

％であった．

 細菌学的効果では分離された計92株のうち66株

（71． 7％）に菌消失をみた（Table 3）．グラム陰性粁

菌で67．2％，グラム陽性球菌で80．5％が消失した．投

与後の菌出現はTable 4の通りである．

 副作用として自覚症状として嘔気，食欲不振がエ

例（1．43％），臨床検査異常ではGOT， GPT上昇

が5例（7。14％），計6例（8．57％）に出現した，

GOT， GPTの上昇はそれぞれ最高57，70までとい

ずれも軽度であり，特に治療を必要とする症例はなく

経過観察のみでいずれも正常化した．

考 察

 GRMNは国産初のモノバクタム系抗生物質であ

り，グラム陰性菌と起炎菌とする感染症の治療に極め

て有用な薬剤である．今回われわれはCRMNのグ

ラム陰性菌に対する効果をさらに高め，グラム陽性菌

にもスペクトラムを拡大する目的でCRMNとFOM

の併用を試みた．

 この結果を新薬シンポジウムの成績2）と比．較すると

総合臨床効果（UTI薬効六白基準）ではCRMN単

独より著効率を含め，有効率の改善を認めた（Fig。
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Fig． 2． Overall clinical efficacy of the combination of

    CRMN and FOM． and CRMN only

CRMN十FOM

  ■陰性化  ％減少  麗菌交代

O 20 40 60 80

  CRMN単独

Fig． 3． Effect on bacteriuria of the combination

    and FOM， and CRMN only

囮不変

10001，

of CRMN

a 20

■正常化 〔コ改善  悪心不変
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CRMN十FOM
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Fig． 4． Effect on pyuria of the combination of CRMN

    and FOM， and CRMN only

2）．細菌尿，膿尿に対してもそれぞれ有効率の改善を

認めた（Fig．3，4）．群別でも有効例のなかった第6

群を除き，第4群でほぼ同等，他の第1，2，3，5

群では有効率の著しい改善を認めた（Fig．5）．

 この有効率の改善の理由を細菌学的効果から検討し

てみると，グラム陰性粁菌の消失率はCRMN単独

での消失率2）と比較して改善しておらず，むしろ消失

率は低い値であった．近年尿路感染症の分離菌として

グラム陽性菌の占める割合が増加しており3），複雑性

尿路感染症の治療としてCRMNのみでは不十分な

場合も考えられる．FOMを併用することによりグラ

ム陽性球菌の消失率が高い値を示しており，このこと

が複雑性尿路感染症に対する有効性の改善をきたした

原因と思われる．

結 語

 1）カルモナムとホスホマイシンの2剤併用で複雑

性尿路感染症の治療を行い，64例について評価を行っ

た．

 2）総合有効率は75．0％であり，カルモナム単独投
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Fig． 5． Overall clinical efficacy of the combination of

    CRMN and FOM， and CRMN only classified by
    infection type

与の成績と比較し，有効率の向上がみられた，

 3）カルモナムとホスフォマイシンの併用は抗菌ス

ペクトラムを拡大し，複雑性尿路感染症の治療に有用

と思われた．
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